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42013 年度の「ＳＪ国内研修」は、９月３日～ 10 日の７泊８日の日
程で実施した。実施状況を、その成果や課題も含めてご報告します。
⑴参加者
外国人留学生入試経路による留学生４名（韓国人女性２名、中国人
女性２名）、ボランティア補助員１名（３年生）、引率教員２名（曽、
大西）の計６名です。４日目の午後からは髙栁学部長も自費参加した。
なお、引率教員は、重点事業予算では１名と決められているが、2014
年度引率予定の教員にも第２引率教員として参加してもらった。第２
引率教員に関わる経費の支払いは、５月の教授会で承認された「学術
研究データベース連動助成金学部共通費」から支出した。
参加学生は全員、研修参加の前提条件となっている事前学習授業「世
界とつながる地域の歴史と文化」を受講したほか、８月 31 日に実施
した「出発前最終ミーティング」にも参加した。
⑵研修スケジュールと学習内容
70 分のレクチャーを５コマ開き、飯田市の職員やそのテーマの適
任者に講師を依頼したほか、各種施設の見学や体験学習を実施した（詳
細は別表を参照）。
⑶研修の成果
関係諸氏の献身的なご協力もあり、ほぼスケジュール通りの研修を
実施することができた。最終日前日の成果発表会には、市公民館副館
長、市企画部企画課大学三遠南信連携担当係長はじめ十数人の参加者
があり、研修２日目のレクチャーでは飯田ケーブルテレビの取材も受
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5けた。２日後に放映され、その後、飯田ケーブルテレビのウェブサイ
ト上でも見られるようになった。
⑷今年の工夫と今後の改善点
①研修期間、研修内容、移動手段などの工夫について
前年度の研修経験に鑑み、研修日程を１日短縮した。これにより、
留学生にかかる経費を奨学金上限内に収めることや、学生の緊張感の
持続、教員の負担軽減などを図った。施設の見学に際しては、可能な
限り解説をつけてもらい、留学生たちからも好評であった。
また、中山間地だけでなく市街地でも交通の便が極端に限られてい
るなか、研修先や見学先への移動手段にタクシーを活用することによ
り、密度の濃い研修内容を円滑に実施することができ、学生たちの体
力温存にも役立った。
②ボランティ補助員について
２年生である留学生に対して学問上・生活面の指導をするという役
割を考え、今年度は先輩である３・４年生を優先的に選んだが、研修
中または成果発表の準備において、その力を十分に発揮してくれた。
ただし、補助員の職務内容について教員側からより丁寧な説明が必要
であった。
③研修成果発表について
現状ではごく一部の関係者だけが聴衆となっている。来年度以降、
早い段階で案内チラシをつくり、市の図書館や公民館、歴史研究所に
置くなど、宣伝方法を再検討したい。
④一般学生の参加促進
日本を複数の視点から眺めることは、留学生だけでなく、一般学生
にとっても重要なことである。現状では、参加経費全額自己負担と
なるため、一般学生の参加は望めなかったが、11 月の教授会で承認
された「一般学生に対する SJ 奨学金規程」に基づき、2014 年度から
FIC オープンセミナーの一環として、条件を満たす一般学生に４万円
を給付できるようにした。
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6■研修スケジュール（実施版）
日目 学 習 内 容 午　前 午　後 夜 備考
１
9/3
（火）
移動
飯田線乗車体
験
平岡ダム見学
市内の見学と
散策
8：10 集合、
新幹線ひかり
8：33 東京→
9：59 豊橋
10：08
飯田線特急「ワイ
ドビュー伊那路 1
号」乗車（ 車窓か
ら飯田線建設時の
労働の苦労を追体
験 ）
11：57
平岡で途中下車
龍泉閣フロントに
荷物預け、
12：10
タクシーで烈士の
碑へ
 平岡ダム関連箇所
訪問 
13：38 平岡
→ 15：02 飯田
（20 分遅延）
駅 前 か ら タ ク
シ ー、 ホ テ ル に
チェックイン
16：30 ～ 17：30 
 飯田市美術博物館
（柳田國男と日夏
耿之介の記念館を
含む）見学 
17：45
 川本喜八郎人
形美術館見学 
ホテル
オオハシ
飯田
1 泊目
２
9/4
（水）
講義受講①②
と阿智村訪問
9：00 ～りんご庁
舎で、
レクチャー①
「飯田市の概況と
直面する課題」（飯
田市職員＝上沼昭
彦さん）
レクチャー②
「飯田市における
外国人と多文化共
生の現在」（多文
化共生係の氏原理
恵子さん）
13：00
往路は記念館関係
者の自家用車利用
13：30 ～ 15：30
 満蒙開拓平和記念
館と熊谷元一宅、
長岳寺見学 
16：10
タクシーで長岳寺
→昼神温泉、
16：20 － 17：00
 熊谷元一写真童画
記念館見学 
17：29
駒 場 線 バ ス 朝
市広場前
→ 18：09
飯田に戻り、
19：00
「満蒙開拓平和
記 念 館 」 建 設
運 動 関 係 者 と
会食
ホテル
オオハシ
飯田
2 泊目
３
9/5
（木）
交流活動と
講義受講③④
9：40 出発。
りんご並木見学
10：00 ～
飯田市公民館で、
木曜限定の日本語
教室「わいわいサ
ロン」参加 
昼食後、13：30
タクシーで歴史研
究所へ
14：00 ～
レクチャー③
「飯田市歴史研究
所の設置と活動内
容」（所内の見学
も含む）
レクチャー④
「飯田市の公民館
活動」（木下巨一
市公民館副館長）
17：11
飯 田 線 伊 那 上
郷
→ 17：16 飯田
飯田に戻る
ホテル
オオハシ
飯田
3 泊目
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7日目 学 習 内 容 午　前 午　後 夜 備考
４
9/6
（金）
上伊那１泊
旅行 1 日目自
9：46 飯田線飯田
→ 10：54 駒ケ根
バスとロープウェ
イ で、 中 央 ア ル
プス見学（千畳敷
カールで 80 分） 
11;30 駒ヶ根駅前
→ 12：15 しらび平；
ロープウェイで山
上に；14：09 千畳
敷
→ 14：16 しらび平；
14：20 しらび平
→ 15：08 駒 ヶ 根
駅前
駒ケ根駅に戻り、
送迎
15：15
バスで駒ヶ根ふる
さとの家
（学部長が合流）
15：45 － 17：00
 シルクミュージア
ム見学・まゆクラ
フト体験（60 分） 
駒ケ根
ふるさと
の家泊
５
9/7
（土）
上伊那１泊
旅行２日目
9：58 駒 ヶ 根 駅
→ 10：24 飯島駅、
タクシーで伊那本
郷の「百鬼ゆめひ
な」稽古場へ。
10：40 ～ 11：50
「 百 鬼 ゆ め ひ な 」
体験学習 
12：00
タクシーで飯島駅
近くの食堂
13：30
 飯島陣屋見学 （50
分）
14：49 飯島駅
→ 15：40 飯 田　
飯田に戻る
16：30
市 立 図 書 館・
郷 土 資 料 の 閲
覧・帯出
ホテル
オオハシ
飯田
4 泊目
６
9/8
（日）
自由行動日 事前に決めたテー
マにしたがって、
班ないし個人で調
査・見学を実施（休
養も）
明日の発表に向け
たパワーポイント
仕上げなど
ホテル
オオハシ
飯田
5 泊目
７
9/9
（月）
講義受講⑤と
研修のまとめ
ここだに＝心谷事
務所へ（旧ホテル
三宜）
10：00 ～
レクチャー⑤
「飯田・下伊那地
域の地域おこし活
動」（代表の木下
利春さん）
昼食後、ホテルに
戻り、午後からの
成果発表の最終準
備
13：30
資料作成、会場設
営
14：30 － 16：00
市公民館 4 階研修
室で、研修全体の
成果発表会
※ 17：40 ～
教 員 だ け 牧 野
市 長 を 表 敬 訪
問
18：30 ～
内輪で慰労会
ホテル
オオハシ
飯田
6 泊目
８
9/10
（火）
座光寺・
喬木村見学
帰京
駅前までタクシー
荷 物 を 駅 の ロ ッ
カーに預けて、
9：35 阿島循環線
バス（左回り）飯
田駅前
→ 10：08
交流センター
10：20 － 10：40
 満蒙開拓団慰霊
碑 （記念館の裏手）
を見学、
10：40 － 11：50
 椋鳩十記念館見学 
12：00
タクシーで元善光
寺
13：00 － 14：00
 竹田扇之助記念
国際糸繰り人形館
と、隣の旧座光寺
麻績学校校舎を見
学 
14：31
飯田線元善光寺
→ 14：40 飯 田；
15：04 高速バス飯
田駅前発
→ 19：15 新 宿
駅西口着
新宿で解散
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